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母が残した 3000g の石炭

それは「生命」そのものでした

タイトルにある「池島」とは、長崎県にある周囲 4 キロの島。

九州最後の炭鉱の島として、軍艦島と並び全国から大きな注目を集める島が
たんか

乙の映画の舞台。そして l 口早却しとはバラードのことで、炭鉱の島に残る温かい想い

「同じ仕事をしていれば、誰もがみんな大きな家族」をテーマに描いています。

初めてカメラが入る危険な場所での撮影が多く、

小さな島が秘める壮大ざとそれらが朽ち行く修さが交わり、

日本とは思えぬ不思議な映像が数多く映し出されます。

ラストシーンでは、レール移動撮影距離世界ーを目指し、 1 キロにも

及ぶ距離をカットを割らず・カメラを止めることなく撮りきりました。

【全ての人は、必ず誰かから、世界一愛されている】という想いの中、

ノンストップで流れ続ける人生」と「時の流れJ を「レールの繋がりは

日食えていき…そして。そとには奇跡が待っているのです。

少年・諒一 (9) は小学 4年。池島の民家にたった一人で住んでいる。

諒ーが島に来たのは、一年前。しかしf:J:は半年前の嵐の夜から

行方不明になったまま婦らないのだ…。

ある円、諒ーはランドセルに小さな『石炭』を見つけ
【母からのメッセージ】と思い、秘密基地へと走る。

そして、志津己 (10) ・燐太 (9) ・知子 (12) と共に、

nを探すため、ぬの『立入禁止区域』へと人って行く。

しかし、その先には、大人になるために誰もが越えなければならない試練が待っていた。

友情と愛情に包まれたー夏の大日険。

特別料金・一般当日

1 ，500円


